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●九州大学の主要キャンパス

約47ha

約 9ha

約24ha約275ha
約31ha

約26ha

約5ha

総合研究の拠点

生命医療科学の拠点

先端的デザインの拠点

先端科学の拠点
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● 環境自主行動計画
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● 環境自主行動計画
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ライフスタイルの改善
節減活動の実践

体質の改善
エネルギー消費量の少な

い機器等の導入

ダイエット手法の改善
新エネルギーの開発・導

入

●「可視化」による意識の改革
・エネルギーモニター → CO2お知らせメール
・エアコンの運転管理 → 定時停止，スケジュール運
転
●「節減活動」の実践
・節減活動 → 省エネルギーの呼びかけ
・省エネルギー・パトロール → みんなでチェック

●トップ・ランナー方式に基づく機器の更新
・変圧器 → エコ予算（仮称）による改善
・エアコン → 運転管理導入，エコ補助金（仮称）
・冷蔵庫・冷凍庫 → 集約・統合，エコ補助金
●省エネルギー対策
・節水改修，照明器具改修（白熱電球ゼロ）→エコ予算
・高気密高断熱

●再生可能エネルギー導入
・太陽光発電 → メガソーラー，エコ予算，NEDO等補

助金
・風力発電（導入） → エコ予算，NEDO等補助金
●新エネルギー研究開発 → バイオマス・エネルギー，

水素

～基本理念～
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● ライフスタイルの改善 ～省エネパンフレット～



● 体質の改善 ～行動実績～
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○大学全体でのとりくみ
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伊都キャンパス ２０１１年２月撮影

・照明器具の高効率化

・外灯の高効率化 箱崎キャンパス 旧工学部本館
２００６年８月撮影



・ 照明器具の高効率化

年間CO2削減量18 ton-CO2を
杉の木に換算すると約1,290本

削減量

ＣＯ２削減量 １８ ｔｏｎ－CO2／年

電気料金削減額 ５４５ 千円／年

工事費

40W蛍光灯のみを採用した場合との

イニシャルコスト差額：約３，５００千円
イニシャルコスト差額回収年数：約６．４年

※将来、LEDの価格低下に伴い回収年

数の短縮が見込まれる。

《照度300lx・容量7.2kw》 《照度500lx・容量3.5kw》

《点灯時間10h・寿命12000h》 《点灯時間2h・寿命40000h》

高効率化により照度アップ・電力削減・長寿命化

人感センサーにより電力削減

●会議室

●トイレ
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・ 外灯の高効率化

年間CO2削減量18 ton-CO2を
杉の木に換算すると約1,290本

削減量

ＣＯ２削減量 １８ ｔｏｎ－CO2／年

電気料金削減額 ６３５ 千円／年

工事費

水銀灯を採用した場合との
イニシャルコスト差額：約２，２００千円
イニシャルコスト差額回収年数：約３．５年

《寿命12000h・容量0.4kw》

《寿命60000h・
容量0.15kw》

高効率化により電力削減・長寿命化
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○病院でのとりくみ
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・蒸気バルブ等の保温

馬出キャンパス ２００９年５月撮影

九州大学病院 ２００９年５月撮影

・冷水ポンプの高効率化


